HITACHI 

Inspire the IMext 


日立圓クッキングヒーター似レトインタイプ) 

設置工事説明書 


C 

HT-A20WS 

HT-A20WFS 勝スフテ-ム勒 


_トツ ノレー ト幅フちご〇! 


工事される方へのお願い 

I 

♦ この設置エま説明 g は天ぶら巧、計 B 
I カッフ、取扱説明害、保証至ととちに 
I 必ずお客なにお巧しください。 

■本体設ち時に、トッププレートや操作 
I 部ユニットを分巧しないでください。 
♦試®おをおず巧い、お客樣へ正しい巧 
I いちをご說明ください。 


安全のため必ずお守りください 


設置をする巧に，この設担エま説明 S をよくお読みになり、正しく工事をしてください。 

ここに示したまちま項は，お使いになる人や化の人々へのを害や巧産への損害をホ规こ防止ずるためにき至な内容でずので，おず 
お守0ください。表示と意巧はなのよラになっています。 


A 警告 

この表示を無ネ見して、誤った®り巧いをすると、 
人び死!::または重なを負ラことび想定される巧容 
を示しています。 

A ま意 

この表示を無規して、誤った取り巧いをすると、 
人び傷害を負ラことび想をご〇るか、または物的 
巧害の発生び想をされる内容をおします。 


絵表示の例 


A 


この記号は注意(盾険‘ S 告を含む）を促 
すの客があることを普ばるをのでず。 
図の中や近房に具が的な注君内容び值か 
れていまず。 


0 〇 

この記号は祭止の巧為であることを告げ この記号は行なを強制したり} i 示する巧 
るちのです。図の中やぶ巧に具なのな装 容を告げるをのです。囚の中や近房に具 
止の客が巧かれていまず。 体めな指示巧容が描かれていまず。 


r A 警告 1 

勘■エまは、この r 設 B 工事説明含」に従って、 

巧 実に巧う(ブレ-力-は r 切 J にして行ってください） 

設 @ に不備びあると、 谓里 •火ぶの 原因 

電巧配涼工事は、里気設備技術基峯等巧運ず 
るまを-規則等に従ってのず「法の有資格看 」 KM 
び巧ぅ 

接統-固をび不完をな場合は、おち.火がの原因 

200 V —30 A 1 U 上の専用回巧と漏；1しゃ巧器 
を設 E ずる mm 

このエタをしないと、抵樣部び異常発おずる巧れび 
あ0、感畢-乂災の原因 

ァースエまは、 « 気 設備 技術基準等巧巧ずる 
法令-規則寄に従って必ず r 法的有資巧ち」 C 9 
による D 種おが工事を巧5 

アースおはガス管、水道皆、避蛮お、里話のアース線巧 精せょ 
に接統しないこと 
焉至時に巧巧の巧れ 

分解•修理-改造は行わない / 

発火-異巧動作してけがをする恐れ 1 \) 

t 分 巧窝止 

’ A ま意 1 

トッププレートに衝 g を加えない / C>i 

万一ひびび入った0割れると、過が-異常®作•感 1 NJ 
電の原因 

& トツブプレートの上に乗った0物を落とした0しない。 

カウンタートツプの巧料は、耐热巧料のものを 

熟硬化簡脂化お板 (JISK 690 3) またはこれと同1 
等し: Lb のちの 

がな 性のおい材料を使用すると、 をお. 乂ぶの原因 
《ニス引をのちのは巧 色す るため、巧わないでください。 

な運転中は、トッププレートゃグリルなどの 
高涅がに風れない 

ゃけどの恐 n ^ 止 










設置工事をされる方へのお願い 


参この商品は、適切な電気工事と設置びされていませんと性能び十分発揮でさないばかりか、過熱などの危険び生じる場合びあり 
ますので、この設置工事説明書をよくお読みの5え、適切な工事をお願い致します。 

必ず、システムキッチンなどに組込んでください。 

参電気工事は、必ず「電気工事±」の 


免許をお持ちの方び行ってください。 

上ルーバー 

吸•排気 カバー 

焼 網 

天ぷ! 5 鍋 

参工事完了後は、必ず「工事完了後の確 
認」を行い、お客様へご説明ください。 
•付属品の確認をしてください。 

固 

2個 

''**■ - --- 

グ^^^ 固 

中にセツトされています。 

《 

硬 

1個 

f 

※取扱説明書、 
保証書びある 
ことを確認し 
て < ださい。 

グリルドア 

計量 カップ 

受 皿 

化粧パネル 上 

化粧パネル下 

固 

こ:11個 

天ぷら鍋の中にあります。 

ヴ 

グリルの中にセットされています。 



:::] 

1個 


公 お願い 

設置するときは、乂災予防条例に基づき、 

プラグの刃および刃の取付面に、ほこりが 

必ず可燃物との離隔距離を守る mm 

付着していないことを確認し、ガタのない mm 

離隔距離び風化妙願 

よう根元まで確実に差し込む ス y 


ほこりび付着したり、接続び不完全な場合、感電 

電源電線およびアース線は、プラグを外し ベ^ 

や火災の原因 

て直結しない 


漏電やショートによる感電-発乂の原因 

V 

J 


電気工事 必ず電気工事±のを許をお持ちの方が巧ってください。 


〈専用回路の設置（単相200 V )〉 


コンセント 



1 00 V 1 00 V コンセント 


1 


ブ 

レ 

ブ 

レ 

ブ 

レ 


1 

力 

1 

1 

力 

1 

1 

力 

1 


1 

ミ 

レ 

1 

1 ■ ■ 1 

3 

レ 

1 

司 

レ 

1 

力 

1 

ふ 

1 


1 

力 

1 1 


/コンセント V 

-20 0 V エアコン\ 

^ r クッキングヒ-夕—は 


V V 


単3中性線欠相保護 
付さ漏電ブレーカー 


クッキング ヒ 
ぶ i ず専用回路 （1 台の 
クッキング ヒーターに 
1分岐回路）を設ける 
ことが義務づけ5れて 
います 


200ソクッキングヒータ- 
キッチン^ 


D 種接地工事が必要。 （100 CU ソ下） 


【総消費電力の切り替えについて】 

本製品は、総消費電力を己 QkW (工場出荷時の設定) ’ AiSkW に切り 
替えることびでさます。アンペアブレーカーの容量不足の場合など 
で、ご使用上不便びあるとさに選べます。 

※詳細は、お買上げの販売店へお問い合せください。 


参切り替え方法 

①ちヒーターの「設定」キーイ2つのキーを同時に押しなびら 
電源スイッチを押し電源を入れる。 ♦ 

-上面表示部左 IH ヒーター表示部に匿び表示される。 

-前面操作パネル部表示窓に23び表示される。 

③左ヒーターの「設定」キーイを押す峰 I •が 倒び表示され 4.8 kW 
に設定される。 

③ 左ヒーターの「設定」キー►を押す峰をび表示され己 8 kW 
に設定される。 

※キーを押さない状態で已秒経過すると、切り替えられなくなり 
ます。このとさは、再度①③③の操作を行ってください。 

④ 電源スイッチを押し電源を切る。 

※設定の確認は①の操作を行つてください。設定の確認後は電源 
スイッチを押し電源を切ってください。 


•クッキングヒーター用のコンセントは規格で次のようなものび標準品となっていますので、事前にご確認の上、設置してください。 


器具の容量 

幹線の太さ 

コンセントの形状 

30 A 

が. 6 mm 


-•-) 對目 20 0 V 用娘地極付） 250 V -30 A 
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各部のなまス 


1 cm 仪上 


>防熱板 


左ち 

1 0 cm 社 


発熱体の外周 

1己 cmm 上 


で 


本体の最凸部 


[消防法基準適を組込お] 



製品の前面はでさるだけ広く（日 OcmlU 上）あけて;令蔵庫、 
家具等の扉び当たらないようにしてください。 


防熱板はこれを設けたとさ、機器周囲の木壁温度び室温3已での時 
100でを越えない断熱性を有すること。 


本体 


上面操作パネル部 


※この機器は一般家庭用でず。業務用にはお使いにな5ないでください。 


•上面表示部 

左 IH ヒーター表示 


中央ヒーター高温ま意赛 


J 心蜂城が部んお曲.非 


厂乂カバー 

火力を表示します。 

ち IH ヒーター表示 

顧關朝 


•上面操作部 

「乂力」キー 
L ' 


[taj*! I お;*; I 中乂 I 强义 I 


◊液晶表示び火力に応じて3色に光り、「1」〜 ri 2」で火力の設定状態をお知らせします。 
※液晶表示は、左•ちヒーターの操作を終えてか日約10秒後に減光します。再度操作をすると、 
をとの明るさに戻ります。 


-送信部 

レンジフードへ赤外線を送信します。 
(レンジフード連動システム付のみ） 


送信部- 


「切/;夕ート」キ- 


「タイマー」キー 


も甲 


「乂力」キー 「タイマー」キー 


」 


(raw) ([とろ义I弱火I中； A； I 


「設定」キー 「メニュ ー 」キーちヒーター 「設定」キ- 

•乂力調節 •揚げもの、炊飯、「切/スタート」キー 

• タイマー時間設定 湯わかし、保温 

• 揚げをのの温度設定の設定 
•炊飯湯わかしの 

仕上びり調節、保温の調節、炊飯カツプ数の設定 


強;^ ふ 甲 


「メニュー」キー 


中巧ヒーター （1.2 kW ) (クイックラジエントヒーター) 
※グ U ルとの同時使用はでさません。 



•前面表示部 


前面操作パネル部 


電源ランプ 


中央ヒ-夕-チヤイルド 電源 

切/入 


電源スイッチ 

(電源の入/切） 


中央ヒーター□ックランプー ■—チャイルド□ックランプ 

•前面操作パネル部 (使巧するときは扉を巧して開きます） 


グリル•中央ヒーター表示窓 



-レンジフード操作部 

(レンジフード連動システム付のみ） 
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] *駭] 

ンジつードー： 

運転 BSRQ ! 
弱/中/強照 W ： 

[视巧 

音置設定は3巧巧し 


グリル操作部 


凸 マー ク （4 ヶ所） 

目の不自由な方び、錦をヒーターの中央に 
置 < ための目まです。 


中央ヒーター 
「切/スタート」キ- 
「タイ7—」丰一 
r 設定」キピ 

• グ U ル焼さかげん設定 
• 中央ヒーター火力設定 
• タイマー時間設定 


r 中央ヒーター□ック」キー 

• 中央ヒーターのみ□ック 

「チャイルドロック」キー 
•すべての操作を□ック 


•□ックをするときや稱除すると 
さは電源スイッチを入れキーを 
3秒間巧す。 

• ヒーター使用中は□ックできま 
せん。 

•電源スイッチを切ってを（また 
はプラグを抜いてを）記憶して 
います。 


1-恒声」キー 


※イラストは、 HT - A 20 WFS で説明しています。 


設置場所の確認 


•火災予防条例、電気設備技術基準第已9条に従って設置してください。 

•カウンタートップは熱硬化樹脂化粧板 （JIS K 6903) と同等!;^上の耐熱性びあるちのを使用してください。 

ニス弓 I さのちのは変色しますので使わないでください。 

•製品の金属部びシステムキッチンの金属部と接触する場合、建造物の壁中の金属（メタルラスなど）とシステムキッチンの金属部 
を接触しないようにするか、または製品の金属部びシステムキッチンの金属部に接触しないように取り付けてください。 

参製品は水平に設置してください。 

参製品は火災予防上、可燃物との間を図のように離して取り付けてください。 


■このクッキングヒーターは「消防法設置基準」に基づ<試験基準に適合 
しております。建築物の可燃物か5図のように離して設置してくださし、。 


可燃物 


■左記寸法がとれない場合には、不燃材による 
防熱ホ反を取り付けてください。 


可燃物 


1 cm な上 


T 看 U08 



T 看 L 


可燃物 L 


可燃物 


3 



































































































































































システム夺ッチンの加工寸法 逆位： mm ) 



参※]、《2の寸法は製品寸法ですので、この部分への突起物びないよラにしてください。 

参※]は標準仕様でキャビネット前面の開□寸法は22已 mm 対応となっておりますので、開□寸法び 240 mmi ^ i ( 上で隙間 
び生じた場合は、別売の下 J レーノ（一をご使用ください。 

参※3の寸法はカウンタートップの穴位置の基準を示し、この範囲であれば設置でさます。 

•《4のカウンタートップの厚みは、4日 mm を基準としていますので、厚さび3日 mm の場合には、別売の上ルーバーをご 
使用ください。 

♦《4び 40 mml ^( 上の時は、上ルーバーび接触するので設置でさません。 

•※己の寸法は、キャビネット前面の開□寸法で奥行2日 mm まで必要な空間です。 
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己 94+2 


E てネル開閉時 I 



(57) 


2己7、 


4E 



150 


150 



製品寸法図 (単位： mm ) 


トッププレート幅7己 cm 


上面図 

後面図 


749+1.5 


側面図 


設置前の準備 


※金属端面が多いため、けがをしないように注意してくださし、。 


2 


r 設置工事をされる方へのお願い （2 ページ）」を 
参照し、付属品の確認をずる 

吸•排気カバーを取り外す 


吸•排気 カバー 

▲ 心^^ 


※グリル内の付属品は、本体をはめ込む時に、 
レールび出てくることびあるので、はずさ 
ないで < ださい。 





前面図 



















































































































































設置方法 


必ずブレーカーをしや断して工事を巧ってくださし、。 



2 


カウンタートップに本体の前面を挿入してか5全体を 
はめ込む 

•はめ込み時は、前面のスイッチや前板をカウンタートップ 
に当てないようにを意してください。（傷びつく原因） 
•電源コードを本体底面とキャビネットの間に挟まないよう 
ごを意ください。 

•カウンタートップと本体のトッププレートのすき間び全周に 
ないことを確認してください。 

•はめ込み後グ U ル内のテープを取り、パッキン、ポ U 袋をは 
ずして < ださい。 

•トッププレートは、外さないでください。 


カウンタートップび反っているなどですさ間びある場合 
は別売のボウスイテープ （ HTC -4 C 目日31ソーカー希 
望小売価格已2已円（税抜已□□円、2006年1日月現在）） 
を用いすさ間を塞いでください。（水浸入防止のため） 



上ルーバーを取り付け、本体の位置を調整する 

•左ち側面の差し込み□に、上 J レーノ（一の突起部を差し込んでください。 

•プレートワクとカウンタートップの取付穴の距離び図 A の寸法となるよう本体の位置を調節してください。 

•上ルーバーとキャビネットの左ち側面とのすさ間び均一になるように本体位置を調節してください。 

•キャビネットの扉面と本体の前面び合うように、本体の位置を調節してください。 

•本体の位置を調節する場合は、本体を持ち上げて調節してください。本体を持ち上げないで位置を調節すると、 
プレートワクの裏側のパッキンびはみ出る場合びあります。 




図 A 


単位 （ mm ) 


幅7日 cm タイプ 
9日！;(上. 





幅7日 cm タイプ 
9 CM 上 


171^ 上 


カウンタートップの取付穴 


プレートワク 


上 ルーバー 


上ルーバーび正常に取り付いているか 
ご確認ください。 
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, 本体を固定ずる 

後固定金具（本体に取り付け済み）の固定 


ネジをいったんゆるめ、後固定金具を矢印方向に回転させて、 
ネジを確実に締め付ける。 

※締め付けトルクは8日〜9日 N ‘ cm とする。 




5 吸•排気カバー、化粧パネル上、化粧パネル下、 

グリルドア、受皿、焼網を取り付ける 

•吸-排気カバーを取り付けてください。 

•化粧パネル上を取り付ける。（ツメを本体の角穴に勘合させる） 

参化粧パネル下を取り付ける。 

•グ U ルドア-受皿-焼網を取り付けてください。 

《ドアの取り付けは、取扱説明書 （3 目ページ）を参照してください。 


化粧ノ くネル下の取り付けかた 




化粧パネルの左ちの溝に 
パネ>1レ操作部のフランジ部を 
はめ込んでスライドさせてください。 























































《 1 .レンジフードび存止中に、ヒーターを通 巧 開をした場合です。 

※し 2. 連曲稱旨附レンジフードとレンジフード巧動システム巧クッキングヒーターを巧み合わせた巧合です。 

◎ちヒーターを巧止を，約30分経週するとオートバワーオフび®さ、目®的に里巧ランフび消口し、巧源び切れまず。 

参確韶 終了をは必ず 巧 源スイッチを巧して 巧 源を切ってください。 

♦試運転は IH で使える銅を使用してください。 

觸底に磁石びつくもので、底の平らな部分び 12 〜 26cm のをの。底の反りや脚び 3mm し U 下のをの) 

感日立アプライアンス株式会社 

〒1日 5— 8410巧京都港区西新宿 2— 巧一に 巧 お （03)3502—2111 


グリル巧のテープ止めをがし、バッキンをかしたか度度してください。 
グリル 巧 巧、トツプフレート上に®包巧がないか確認してください。 


吸-排気カバー- JJ レーパー.化粧パネル让•下） • グリル部（ドア•受皿•巧お)を取り付けましたか。 


アースエ事 （ D 话接地工事）をしましたか。 
巧巧ブレーカーの設巧をしましたか。 


I フラグを接統しましたか。 


①クッキングヒーター用の蛋源巧圧び r 単相200 vj であることを必ず確認してくださし、。 

(巧圧異常の巧合は C &，•または C らを表示しまず） 

•連動お能巧をレンジフードと組み合わせて設苗の巧合は、レンジフード単がで正常に®作ずることを巧 
設し、巧止させてください。また、をな部を巧などでさえぎ5ないよラにして<ださい。 


I 星巧巧スイッチをブザーび嘛るまで巧してください。 


♦巧源ランプが点なしまず。 


® るヒーターまたはグリルを r 入」にして、動作を巧誘してください。 


(1) 左•ちヒーター (IH ヒーター) 

掛こコップ1杯程ち（約200 mL ) のがを入れ 、I 
ヒーターの中央に畳さ、 r 中乂」キーを巧したを、 
r 切/スタート」キーを巧してくだごい。 I 

《菊を垣かないと通窜しません。 

(2) 中巧ヒーター（クイックラジエントヒーター) I 

前面操作パネル部の中央ヒーターの r 切/スターり I 
キーを巧したを〇を巧して<ださい。 I 

ぷグリルとの同時使用は出巧ません。 f 

(3) グリル > 

前面操作パネル部の r メニュー J キーを巧して手®を I 
選ぴ、グリルの r 切/スタート J キーを巧してください。 I 
ぶ中巧ヒーターとの同時使巧は出来ません。 ' 

(4) ずべてのヒーターとグリルを停止してください。 

左•ちヒーター、中央ヒーターの r 切/スター K 1 キー \ 
を巧します。またグリルの r 切/スターりキーを押 I 
して巧止して < ださい。 I 


♦上面お作パネル部の左-ちヒーターの通電 
ランフと上面表示部の液晶表示びオレンジ 
となり、义力 r 7」 とま示します。しばら 
くずると、お須び沸とラします。 

♦レンジフードび自動的に風 ar 中」で運転し 
ます。※1 

参前面巧作パネル部の中巧ヒーター义力お示 
ランフと上面表示部の高温を巧表示ランフ 
び点打し、約4秒御こヒーターびホ熱します。 

•レンジフードび自動的に風呈 r 中」で适括し 
まず。《1 _ 

•前面操作 y t ： ネル部のグリルお這表示び点巧 
し、しぱらくすると唐内び親くな0ます。 

•レンジフードび自®的に巧 gr 中」で巧転し 
ます。ぷ1 

♦火力表示-通窜ランフび消巧します。 

(通ち時間によっては高湿を意表示をします。） 

•レンジフードび約3分を有動停止します。 


♦通巧をする前にグリル康內、トツフフレートの上に衡包材びないことを必ずお段してください。 
♦おち工事終了を、次の手煩でお認して < ださい。 


S5 置 i 
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